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経
費
か
さ
む
総
合
評
価

調
査
基
準
価
格
引
上
げ
提
案
建コン協

る
営
業
経
費
率
は
約
1
2
％
だ
っ
…

た

。

　

　

　

　

　

　

　

　

■

長
谷
川
抽
二
副
会
長
は
総
合
単

価
の
場
合
、
落
札
率
は
調
査
基
準
…

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ツ
協
会

（
大
島
一
哉
会
長
）
は
、
国
土
交会見する大島会長らき垂コン協章宇部

通
告
地
方
整
備
局
な
ど
と
の
地
方
ラ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
が
2
8
％
（
4
7

ブ
ロ
ッ
ク
意
見
交
換
会
が
8
月
禾
元
）
、
競
争
入
札
が
2
3
％
（
3
3
％
）

に
終
了
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
今

森
の
課
題
と
対
応
を
決
め
た
。
大

高
会
長
は
総
合
評
価
落
札
方
式
に

二
∴
言
∵
圭

盲
」
と
指
摘
、
調
査
基
準
価
格
の

計
き
上
げ
が
必
要
と
述
べ
た
。
ま

た
、
長
時
間
労
働
の
解
消
に
向
け
、

だ
っ
た
。
発
注
者
支
援
業
務
が
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
か
ら
総
合
評
価
に
移

行
し
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
総
合
評

言
÷
∵
．

価
格
に
近
い
7
8
％
程
度
に
張
り
付

い
て
い
る
が
、
営
業
経
費
を
加
味

す
る
と
「
7

0
％
く
ら
い
の
落
札
率

に
な
る
。
こ
れ
で
は
（
経
営
が
）

苦
し
い
」
と
訴
え
た
。
大
畠
会
長

は
「
営
業
経
費
率
は
通
常
5
－
7

％
」
の
た
め
、
約
2
倍
か
か
っ
て

い
る
と
述
べ
た
。

問
題
点
を
改
善
す
る
た
め
に
、

調
査
基
準
価
格
の
引
き
上
げ
、
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
の
発
注
増
加
を
求
め
柑

た
ほ
か
、
技
術
点
で
差
が
大
き
く
品

2
0
0
0
万
円
、
応
募
経
費
（
営
業
古
く
よ
う
に
l
位
は
6
0
点
、
2
隼

経
費
）
は
3
9
万
円
だ
っ
た
。
総
合
評

猶
矧
摘
弼
議
弼
胴
緋
㈹
紺
…

建
コ
ン
協
の
調
べ
に
よ
る
と
∵
経
費
が
3
9
0
万
円
か
か
っ
て
い

言
圭
∴
∵
十
王

は
5
0
点
な
ど
評
価
方
法
の
変
更
を

提
案
し
た
。

一
方
、
長
時
間
労
働
は
新
卒
者

の
確
保
難
、
離
職
者
の
増
加
の
一

要
因
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、

毎
週
水
曜
日
を
ノ
ー
残
業
デ
ー
に

設
定
、
発
注
者
に
も
理
解
を
求
め

普
及
活
動
を
展
開
す
る
。
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